




•

•



•

•

•
•

•
•











 大津町 国保医療費抑制に向けた
特定健診・保健指導の現状分析

 国保財政の健全化と
住民の健康寿命延伸に向けて 

発表者

令和7年度 大津町国保運営協議会

健康保険課 健康推進係



 

    本資料の目的 2

国保医療費の増加率抑制
増え続ける医療費の適正化に向けた課題を明確化

特定健診・保健指導の受診率向上
健診・保健指導事業がもたらす効果を周知

町民の健康意識向上と予防医療の促進
健康への関心を高め、自発的な健康づくり参加を促す

「医療費」「健康」「財政」への影響を可視化
データに基づき現状と将来予測を分かりやすく提示

大津町の健康課題と強みを整理し、具体策を提示
今後の具体的な方向性とアクションプランの共有



 

    大津町の健康指標（平均寿命・健康寿命） 3

男性
平均寿命

81.1歳 国+1.4歳 / 県+1.2歳

大津町 81.1

熊本県 79.9

国 79.7

介護期間（要介護2以上） 良好

大津町

1.3年
熊本県

1.7年

国

1.8年

女性
平均寿命

85.9歳 国+1.9歳 / 県+1.7歳

大津町 85.9

熊本県 84.2

国 84.0

介護期間（要介護2以上） 良好

大津町

2.6年
熊本県

4.0年

国

3.6年

健康寿命が⾧い ＝ 要介護期間が短い
 男性・女性ともに平均寿命・健康寿命が国・県より⾧く、介護給付費の抑制に大きく寄与しています。 
※注釈:健康寿命＝平均自立期間(要介護2未満で、健康上の問題で日常生活が制限されない期間) 



 

    死亡原因の特徴（主要6死因） 4

※ 主要6死因による病気別死因構成

がん（悪性新生物）が約半数
 死亡原因のトップ。全国・県と比較しても高い割合。
（入院:大腸がん / 外来:胃・食道がんなど 生活習慣病が要因となるがんも）

生活習慣病関連の病気も約半数
心臓病+脳疾患+糖尿病+腎不全 ＝ 47.6％ 
(生活習慣病との関連が強い疾患) 

分析からの示唆

生活習慣病の影響が大きい死亡構造
 ➔ 特定健診・保健指導による早期介入の重要性が高い 

49.7%

32.9%

10.7%

1.3%
2.7% 2.7%

がん 心臓病 脳疾患
糖尿病 腎不全 自殺

生活習慣 
病関連 

 

47.6％ 



 

    生活習慣病の現状（肥満・メタボ） 5

① BMI25以上の割合（肥満）

② 20歳から10kg以上増加

メタボリックシンドローム該当者＋予備軍

 47.4%  15.9%

分析からの示唆
「メタボ」…男女ともに国・県平均より低いが、男性のメタボ率が高い 
 

「BMI」「若年期以降の体重増加」…国・県平均より高く肥満が多い

体重増加  高血圧・糖尿病リスク  医療費増大 直結!

31.5%

32.6%

31.9%

16.2%

17.8%

17.8%

大津町

熊本県

国

該当者 予備軍

9.1%

11.2%

10.9%

4.1%

6.7%

5.9%

大津町

熊本県

国

該当者 予備軍

女性の
2.3倍



 

    生活習慣病の現状（肥満・メタボ） 6

高血圧の状況
高血圧該当者割合・県内順位 

改善傾向 

しかし! 血圧最重度(Ⅲ度)の未治療者が前年度より増加

最重度の未治療者割合80.0%  脳血管疾患リスク増

糖尿病の状況

有病率 12.6%

大津町健康づくり計画目標 
目標 11.2%以下 未達成

治療継続 62.9%

大津町健康づくり計画目標 
 目標 75.0%以上 未達成

治療中断は最大のリスク 
糖尿病初期は自覚症状がないため自己中断する人も・・・。 
血糖コントロール不良  糖尿病性腎症・人工透析リスク増

28.2%
31.1%

R6

目標値

Ⅰ度高血圧以上割合の減少

7.6% 7.7%

6.6%13位 15位
20位

1位

21位6.0%

8.0%

R4 R5 R6

Ⅱ度高血圧以上割合の県内順位

割合（％） 県内順位（順位が高いほど割合が大きい）

4.7% 5.3% 6.0%
38位

27位 19位

1位

51位0.0%

10.0%

R4 R5 R6

HbA1c7.0％以上割合の県内順位

割合（％） 県内順位（順位が高いほど割合が大きい）

大津町健康づくり計画 
目標達成

該当者割合・県内順位
改善傾向

高血糖該当者割合・県内順位 
悪化傾向



 

    特定健診受診率の課題7

受診率の推移（微増傾向） 

国・県平均より高い水準を維持 

R6年度 受診状況の内訳 

最大の課題:未受診者の健康状態が不明
 約60%が未受診 ➔ 重症化リスクが把握できない
 固定化された未受診層へのアプローチが急務



肥満
BMI 25以上

高血圧・高血糖
動脈硬化の進行

心疾患・脳血管疾患
死亡率増加・生命リスク

治療中断
放置・未治療

高血糖放置
糖尿病性腎症

人工透析へ移行
医療費急増

健診未受診
健康状態不明

突然の重症化
予期せぬ高額医療費発生

介入ポイント（健診・保健指導）

死亡の原因となる心筋梗塞
・脳出血・人工透析は生活
習慣病が重症化したもの。
治療費も一気に高額に…。

医療費
人工透析 600万円/年
心ﾊﾞｲﾊﾟｽ 432万円/回
脳梗塞 55万円/回
脳出血 153万円/回

リハビリに係る⾧期入院
➜ 700万円以上/6カ月

 

    データ関連性（負の連鎖）8

 これらの負の連鎖（肥満・治療中断・未受診）を早期に食い止めることが、医療費抑制の鍵です 

死亡の原因となる心筋梗塞
・脳出血・人工透析は生活
習慣病が重症化したもの。
治療費も一気に高額に…。

医療費
人工透析 600万円/年
心ﾊﾞｲﾊﾟｽ 432万円/回
脳梗塞 55万円/回
脳出血 153万円/回

リハビリに係る⾧期入院
➜ 700万円以上/6カ月



 

    健診受診と生活習慣病医療費の関係9

※ 健診受診者  ＝健診受診者の生活習慣病医療費総額／健診対象者数(生活習慣病患者数) 
      健診未受診者＝健診未受診者の生活習慣病医療費総額／健診対象者数(生活習慣病患者数) 

未受診者は医療費が約4倍!

特に40～50歳代の受診者が少ない。 
健康状態が把握できないため、
突然の重症化や高額医療費発生のリスクが高まります。 

結論・アクション

年1回は特定健診で全身をチェック
早期発見・早期治療が
医療費抑制と健康維持の鍵です 

健診受診状況と 
   生活習慣病医療費の比較

8,070

円

37,173円

健診受診 健診未受診



 

    大津町の総合評価10

健康寿命が⾧い
国・県平均を上回り、介護費抑制に貢献

個別保健指導の実施率が高い
ハイリスク層への積極的な介入で生活習慣改善をサポート

メタボ率が低い(特に女性)
腹囲・肥満リスクは比較的低い水準

特定健診受診率が伸び悩み
未受診者の健康状態把握が困難

肥満率が高い
特に男性の肥満が顕著なリスク

重度高血圧の未治療者が増加
Ⅲ度高血圧未治療者割合が増えると脳血管疾患リスク大

糖尿病の治療継続率が低い
治療中断による重症化（透析）の懸念

強み(Strengths) 課題(Challenges)

中等度高血圧以下が改善傾向
Ⅲ度高血圧への悪化を予防



 

    今後の取組方針11

1 特定健診受診率の向上

大津町健康 
づくり計画 
目標受診率

58%  

24時間申込対応（ネット・FAX）
受診勧奨強化（特に40～50歳代、受診歴のあり）
受診しやすい日程（休日・早朝）
職域健診データの把握推進

2 肥満対策

重点ターゲット 男性

3 重症化予防（リスク層別介入）
リスクに応じた適切な医療・保健支援の継続

高リスク 速やかな医療受診支援
精密検査受診勧奨

重症化予防訪問指導

糖尿病管理台帳による中断防止

中リスク 生活習慣改善支援
特定保健指導の実施

低リスク 健康関心の向上・維持
集団結果説明会（R6対象者:腹囲／高血糖）

運動・栄養教室（痩せる塾、ジム活、楽しく学ぶ栄養教室:高血糖／血圧） 

健康イベント（InBody測定、カラダ測定会:福祉まつり／がん講演会／イオン）

健康づくり計画の目標:66％ 達成!

訪問実施率:70％以上!

増加傾向
国・県平均より高い

44.1% 44.4% 44.7%

R4 R5 R6



 

    今後の取組方針12

1

強みは「健康寿命の⾧さ」
 男女ともに国・県平均を上回っており、
介護給付費の抑制にも貢献している大きな
資産です。 

2

課題は 
「肥満・高血圧・高血糖」

 特に男性の肥満・糖尿病治療中断・重度
高血圧未治療が将来的なリスク要因となっ
ています。 

3

医療費抑制の鍵
健診受診率向上 ＋ 重症化予防

 未受診者対策によるリスクの早期発見と
、治療中断を防ぐ継続支援が最重要です。 

関係機関の連携強化にご協力をお願いします
医療機関・企業・地域と行政が一体となり 
未受診者ゼロと健康寿命のさらなる延伸を目指しましょう。

お問い合わせ

健康保険課 健康推進係



医療機関で受けられる個別健診

通年 人間ドック

11～2月 子宮がん検診

11～2月 乳がん検診（R6～）



町の公共施設で
受けられる集団健診

6月

ふるさと総合健診

10月

がん複合検診

おすすめは
ふるさと総合健診
検査項目も充実
約16,000円

～22,500円お得


